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1.序言

この報告書は､平成5年度ADCAプロジェクトファインデイグ調査事業の一環として､ボリビア共和

国 および､ドミニカ共和国を対象として実施した調査の結果を取り運めたものであるo

本調査は､大谷俊人(団長/潅敵排水専門･日本工営) LE.ロサド(農業専門･日本工営)の2名か

らなる調査団が､平成5年6月18日から7月9日までの22日間にわたって実施した､

調査団は､ドミニカ共和国Nadonal lnstituteo柑ydrauhc Resources (INDRHT ),ボ1)ビア共和国の農牧省

(MACA)等の改称検閲と打ち合わせを行い､以下の計画についてプロジェクトファインデイグ調査を実

地した｡

ボリビア共和国

ドミニカ共和国

アルテイプラノ･モデル農業開発計画

全国潅庶施設維持管理改善計画

ヤクデルスル川下就農業開発計画

本報告書には､両国の概要､政府の農業政策､開発計画の概要を述べ､本格調査のための調査仕様書

(英文)を添付した｡また､調査団月の略歴､調査日程,収集資料一覧表､面談者一覧表､現地写真､を

巻末に添付した｡

調査団は､御協力をいただいた或地政府関係機関に深甚な感蘭の意を表明いたしますo

また､両国の日本大使館､ JICA事務所､ JICA専門家から与えられた御助言と御指導により､無事任務

を終えられこと思い,お世話になった方々に心から御礼申し上げます｡

-1-



2.ボリビア共和国 アルテイプラノ･モデル農業開発計画

2.1 ボリビア共和国の概要

ボリビア共和国は,南米大陸のほぼ中央に位置する内陸国で､ブラジル､パラグアイ､アルゼンチン､

チリ､ペルーの5ケ国と国境を接している.国土両横は,日本の約3倍にあたる1 1 0万km2であり､

おおまかに､高原地帯(アルテイプラノ)渓谷地帯(バジェス)平原地帯(ジェノス)に区分される｡

高庇地帯(アルテイプラノ)は､標高5000m以上のアンデス山脹の山々と､その間に広がる標高4

00 0m前後の高原地帯であり､行政的にはラパス,オルロ､ポトシ州に属する｡

渓谷地帯(バジェス)は､高原地帯の東側にある山脈からアマゾンとラブラタ平原に向かって傾斜する

標高1500-3000mの地域で､行政的にはチュキサカ､コチャパンパ,タリハ州に属するc

平原地帯(ジュノス)は､アマゾン河とラブラ夕河の流域に属する標高4 00m前後の平野で､行政的

にはバンド､サンタクルス､ペニ州に属する｡

アンデスの東斜面および北部平原は､アマゾンの源流を形成する熱帯雨林であり､ 200 0-5 000

甲mの降雨がある｡しかし､南執こ行くに従って雨が少なく､草原となっている｡高原地帯は､樹木の乏

しい草原(ステップ)である｡

1992年の人口は751万人で,人口密度は6.8人/km2である｡ 1980-89年の人口増加

率は2. 7%であった｡都市人口5 1%､農村人口は49%となっている｡原住民であるインディオが5

5%､インディオと白人の混血くメソティソ)が32%､白人13%の構成である｡高床地域､特に､チ

チカカ湖周辺には,アイマラ族インディオが居住し,その他の地域にはケチェア族のインディオが居住し

ている｡首都のラパスの人口は120万人､その半分はインディオである｡メソティソの大半はユンガス､

コチャパンパ､夕リハ､サンタクルス各州に集中している｡国土面積の4 0%を占める高庇および渓谷地

帯に､ a O%の人口が住んでいる｡

2.1.1 ボリビアの農業

19B9年の一人当たりGNPは, US$620であるo 1980-89年のGDP成長率はマイナス

0. 9%､同じ期間のインフレーション率は年11%であった｡ 1989年GDPに占める農業のシェア

-は32%､工業30%､サービス業38%である｡主要な輸入品は､機械およぴ輸送機器38%､食程
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1 8%であり,輸出品は燃料､鉱物,金属B O%である｡貿易収支は入超であるo

ボリビアの土地利用は以下の通りである｡

_旦堅__也
30. 8

5 1. 4

1. 1

2. 2

1. 3

13. 0

0. 2

1 00. 0

幽

33,831

56.468

1,200

2,420

1,420

14,289

230

109,858

区分

草地

森林

耕地

産地

湖

荒地

そのイ也

合計

出典:農牧省

上表に示すとおり､現在利用されている農地は1,2 0 O千血 a､国土面積の1.1%,可耕地面積(8

774千h a)の1 4%に過ぎないo漁況面積は165千h aである.港洗面槍の内1 2%が農牧省に

より建設管理されており､残りは,農民組合および共同組合により建設管理されている｡

農業は､労働人口の約半分が従事する重要な産業である｡しかし､ GDPの中に占めるシェア-は､他

産業の不振のため除々に上昇したとはいえ､絶対値は大きいものではない｡これは､国民の過半数を占め

る現住民が､自給自足に近い経済活動しかおこなわず､国民経済に効率よく寄与していないというボリビ

アの特殊性によるものである.農民の大部分は､現住民であり､高地部で伝溌的な小規模労働集約的自給

自足農業を行っている｡このような農耕を営む現住民はCamp e s i no (田舎の意)と呼ばれるのに

対し､市場向け農産物の生産者はAgropc c ea r i o (農牧の意)と呼ばれている｡

高原地帯の農業生産は厳しい気象条件を反映して小量多種生産であり､限られた期間に年一回の耕作を

行っているo渓谷地帯でも高原地帯と同様に伝統的農業が行われているが､土塊が肥沃で､気象条件もや

や恵まれているため年二回の耕作が可能である｡

平原地帯の農業は､概ね大規模商業生産が主体であるが､北部と南部で異なる｡北部は,年雨量が2 0

00-5 00 0mmの高温多浸な熱帯雨林に覆われ､ゴム､コーヒー､ナッツ類,米が主要農産物であり､

粗放な肉牛生産も行われている｡道路等インフラの未整備が地域発展の障害となっている｡南部は､ 1 9

5 0年代の道路および鉄道の建設を契機に､サンタクルス市を中心に農業開発が始まり､現在ではポリピ
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ァ農業生産の中心となっている｡主要農産物は､砂糖きび､綿花､豆類､穀類である｡また､肉牛生産､

養鶏､養豚も行われ,新種と畜産の複合経営が一般的であるoサンタクルス市周辺では､天水で年二回の

耕作が行われているが,南部に行くほど降雨が少なく､パラグアイに壊するチャコ地方では､年雨量6 0

omm以下のサバンナ気候となる｡

1 9 8 8年のボリビアの主要農産物の耕作面積および生産高は以下のとおりである.

&

64

1 61

396

702

463

1 63

2 123

単収(トン/ha)耕作面積(千ba)作物

小麦 91 0.7

米 96 1.7

とうもろこし 964 0.4

じゃがいも 134 5.3

バナナ 54 8.6

大豆 83 2.0

砂糖きび 58 36.6

コーヒー 29 0.9 25

大麦 93 0.7 69

キヌア 46 0.5 23

ソルガム 15 3.7 57

キヤサバ 27 9.7 263

53

_+重畳__________j
+

出典: INE 1989

2.1.2 ボリビアの｢新経済政策+

ボリビアの貿易は､鉱産物､石油､天然ガス､農産物等の一次産品を輸出し､工業製品､生活用品を輸

入するというパターンであるo 1 970年頃までは鉱産物が輸出の90%を占めていたが､その後､鑑産

物の主要品目であった錫が､国際価格の低迷により減退し,代わって天然ガスの比重が高まり､ 1 98 2

年以降､輸出の5劃を占める最大の品目となったc主要な輸出農産物は､砂潜､コーヒー,大豆､木材で

あるが,捻輸出額に占める割合は小さい｡ボリビア政府は,農畜産物の自給の確立と輸出振興に努力して

いるが､小麦､油脂,乳製品を中心に輸入が続いている｡また､農業インフラの整備,研究普及体制の圭
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僻も遅れており､農業投入資機材の国外調達は､農畜産物の輸出競争力を弱める一因となっているo

ボ1ノビアは改称は198 6年に｢新経済政策+を制定した｡その骨子は,経済を市場原理に任せること､

市場で決まる為替レートを支持すること､価格統制と補助金の撒溌､公共恭門の賃金の統制､国庫経理の

農律の厳格化､国有機関の適正管理､等であった｡この一般原則は,その後の政権に跨鼓されている.最

近,政府は､貿易障壁をさらに削減し,国営企業を民営化することにより､外資導入を図るため新投資法

を採択した｡

ボリビアの経書酌ま､ 1987年以降安定の度合いを強めており､インフレもそこそこの水準にとどまり､

公共部門の赤字もGDPの3.5%と比較的低水準にとどまっている｡しかし, GDPの成長は1 987

年以降年率2.5%と､辛うじて人口増に追従する程度のものであった｡特に民間部門における緩慢な資

本形成が経済の離陸を遅らせている｡

｢新経済政策+は､マクロ経済的な諸目標以外に､農業開発に対する基礎的制約要因を減らすことも意

図していた｡ ｢新経済政策+は､当初のショック期間を経た後､効率的かつ公平に資源が再配分され､国

内俵給サイドからの積極的反応を刺激すると見込まれていた｡しかし､価格支持と生産資材補助金が同時

に廃止され､国内農業は圧迫されざるを得なかったo計画開始から5年後になっても､農業繋門は､ショッ

クから立ち直れないでいる｡輸入食糧は､多くの場合､輸出国が補助金を付け,人為的に操作された為替

レートの格差によって利益を得ていながら､無関税でボリビアに入つてきたので,国内生産ほさらに圧迫

されることになった｡ ｢新経済政策+は､マクロ経済的不均衡を減らすのには効果的であったが､農業に

及ぼす効果は､これまでのところ期待を裏切るものであった｡

かかる状況から,小農部門にたいする補償補助の要求が起こったo FÅo/UNDPの援助により1 9

9 0年に作成された｢農業政策の概要+は､短中期の政策ガイドラインを内容としているが,その中で､

伝統的小農経済の重要性とともに,その復興と変革に対し強力な援助が必要なことが力説されている｡ま

た,この文書は､マクロ経済政策が､農業問題を扱う場合の限界を認めた上で,マクロ経済に一層大きな

弾みを与え､国内農業にマイナスの影響を与えないための多くの施策が検討されている｡つまるところ､

｢新経済政策+の非介入原則と危横的にまで窮迫した農業の再活性化との間に､一定のバランスを見いだ

そうとするものである｡
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2.2 アルテイプラノ･モデル農村開発計画

2.2.1計画地区の現況

計画地区は､ラパス､オルロ､ポトシの3州の高庇地帯に分布する農村である｡高床地帯の農業は､ア

ンデス原住民アイマラ族やケチュア族が継轟してきた家族労働による2 也 a以下の小規模な伝統的原始的

農業である｡土壌は砂凍混じり砂土と塩分土壌が多い｡主要な作物は,じゃがいも､キノア､そら豆､大

麦､からす麦,野菜､アルファルファ等で､これらの多種小量生産が行われている｡多種小量生産は､厳

しい気象条件に対する危険分散を目的としている｡じゃがいもはこの地の庶産で,インディオにより野生

種から栽培種に改良されたものである｡草地では､羊､ラマ､アルパカ,牛等の放牧が行われている｡

年平均気温は1 0o C前後である｡年降雨量は､ラパス北部のナチカカ湖周辺で7 00-800mmあ

るが､南へ行く程少なくなり､ポトシ州の南部では1 00mm程度となり､広大なウユニ塩地が形成され

た｡

高原および渓谷地帯の農業の阻害要因は水不足である｡アメリカのユタ大学の調査でも,降雨は十分な

収量をあげるための必要量の半分にすぎないと結論し､生産を上げるた捌こは港耽を最優先すべきである

と勧告している｡

耕作期間は短く,一般的に年一回の耕作であるが､チチカカ湖周辺では二回耕作できる所もあるo作付

け開始時期は､じゃがいも10-1 1月､キノア10-1月､大麦8-10月である｡耕束は牛2衷立の

梨で行う｡じゃがいも-キノア一大麦一休閑の順で輪作を行っている｡休閑は2-5年に及ぶ｡肥料には

羊の糞等を利用し,種子､殺虫材にも伝統的技術を持っている｡

高原地帯の農民は､ 3割程度の生産物を商品として市場に出し,大怒分の農産物を自家消費用としてい

る.一般に人工池掛ま行われておらず､ 1 1
-

1月の降雨を利用した乾燥地農業が多いo藩政施設のある

所でも､施設は不完全である｡潅枚対象は収益の高いじゃがいも,キノア,大麦であるo

2.2.2 開発構想

ボリビア政府は､ 1 9 53年に発布した農地改革法により土地を分割し,高原地帯の農民に与えてきた

が,与えられた土地は小さく､それだけでは生活が困難であったので､農民を東部の平原地帯へ移住させ

る国内植民政策を推進してきたo しかし,この植民政策は今のところ失敗に終わっている.その理由は,
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高原地帯の農民は､気候および高低差による生理的障害のため低地への移住を望まないからである｡

また､ボリビア政府は, 1 9 8 7年以降､新経済政策を採択し一連の自由化政策を導入したが､小農模

な伝競的農業が､オープンマーケットのもとでの自由競争には耐えられないことが明らかとなった｡特に､

高原地帯の自給自足農業は貨幣経済以前の農業であり､一挙に近代的市場経済に移行しようとしても無理

がある｡

高原地帯は,気温､降雨量､土額のどれを取っても条件が悪く,経済的な意味での農業開発のポテンシ

アルは低い｡しかし､高原地帯および渓谷地帯に全人口の8 0%が居住し,その大多数が農業で生計を立

てている以上､農業開発を行うことは絶対必要であり､そのための政府の強力な支援が必要であるQ

農牧省は､ 1 979-8 1年にIDAの資金により､高原地帯の農業ポテンシアルを調査し､開発可能

地区を選定したが､その後の資金難のため､いずれの計画も実施されていない｡ 1 9 8 9年8月発足した

前政権は､現住民(アイマラおよびケチュア族)の居住している高原および渓谷地帯の農業開発を重点施

策の一つに打ち出した｡この政策は1 9 9 3年の新政権に引き継がれると考えられるo農業開発の目的は

以下のとおりであるo

(1) 人口増加に対応するための食糧増産

(2) 自給自足農業を余儀なくされている農民の生活水準の向上

(3) 増大しつつある農村人口の都市への流入の抑制と農村への定着

(4) 雇用機会の増大

(5) 輸出の拡大

開発の対象となる高原地帯は､ラパス､オルロ､ポトシの3州に分布しており､その捻面積は3 0万k

m2に達するo対象地域が広大であるので､全体の農業開発計画を一度に作成し､実施することは困難で

あり､かつ､危険である｡従って,開発方式の類型化を行い､幾つかのモデル地区(3地区程度)につい

て計画を作成実施し､その成果の評価の上に､徐々に開発を進めるのが得策であろう｡高原地帯の村落は

ほほ1 0 0家族からなり､ 1家族あたり2 h a程度の土地を耕作している｡高原地帯の農業開発の単位を

村落とすればは､ 1地区200-300b a程度と考えられる｡農業開発の主要なコンポーネントとして

は､以下のものが考えられる｡

(1) 潅叔･排水施設の建設および改修

藩政の水源としては小弟模貯水池､井戸､河川が考えられる｡水源の水質調査が必要である｡

配水のための用水路､分水工等の構造物の設計においては､ロスを軽減するためライニングの

検討が必要である｡土塊の塩分化防止のため排水路の設置が必要｡用水の効率的利用のためド

リップ港政の導入も検討に億する｡
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(2) 農用地の整備､開発

農用地は土壌調査により土地分親を行い､開発適地を選定する｡農道の配置を検討する｡

(3) 農業の近代化

伝統的農業から脱皮し,農業経営の近代化を図るため,収益性の高い作物を導入した輪作体系

を検討する｡作付け率の向上を図る｡品種改良のため必要な研究試験体制の検討｡畜産振興計

画の検討o施肥計画の検討o機械化計画の検討Q

(4) 農業施設登傭

営農計画とあいまってグリーンハウスの設置を検討する｡農産物貯蔵施設､農畜産物加工施設､

導入の可能性の検討｡飲料水施設､電化施設導入の検討｡

(5) 環境保全

月巴科農薬による環境汚染防止について検討｡

(6) 組織の確立

マ-ケッテング計画の検討｡農民組合の組織化の検討｡施設の維持管理計画｡婦人の開発活動

への参加計画の検討｡

tアルテイプラノを対象とする農業･農村および藩政開発計画で､過去に作成され､財政事情等のため実

施に至っていない計画には､次ページに示すものがある｡

本モデル農業開発計画調査の実施にあたっては,まず､ ∫I CAのフィージビリティ調査の中で､これ

ら過去の計画を含め全体地区の検討を行い､幾つかのモデル開発地区計画を作成し､その後､無償協力に

より実施することが望ましい｡調査の業務仕様書は巻末に添付した｡
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ボリビア国 アルテイプラノ開発計画(既存)

プロ ジュクト 県 戸 王 世l

LaPa2:農村開発計画(I) LaPaz Aroma

lngvi

LosAndes

Villarroe)

bPaz農村開発計画(ll) LaPaz AroL71a

タイビチャカ農村開発計画 LaPaz LosAndcs

omro農村開発計画 OnlrO C ercad o

Camngas

Sajam a

Atahual Ipa

A varoa

L iloral

河川

河川

河川

460ha じゃがいも
キノア

大麦･からす麦
牧草

1300ha じゃがいも
キノア

大麦･からす麦

3200ha じゃがいも

そら豆
麦類

河川 4000ha じゃがいも
キノア

大麦･からす麦
牧草

Potosi農村開発計画(I) potosi DanielCaJTLPOS河川および泉 5 1 0ha

Potosi農村開発計画(ⅠⅠ) potosi Quijjaro 湖 400ha

pob)Si農村開発計画(llI) potosi CorneJio 河川および泉 2 9 7 0ha

Savcdra

じやがいも

キノア･野菜
大麦
アルファルファ

じゃがいも

キノア･野菜
大麦

アルファルファ

じゃがいも

キノア･野菜
そら豆

445戸 港耽施設の改修･建設
農村インフラ生備

1 067戸 堰および水路の改修･建設
農村インフラ盤備

1 800戸 既存港耽施設の改修･建設
農村インフラ整備

3400戸 港概施設の改修･建設
農村インフラ整備

1215戸 堰および水路の改修･建設
農村インフラ圭備

800戸 ダム改修
農村インフラ薮備

1 976戸 堰およUr水路の改修･楚設
農村インフラ整備



3.ドミニカ共和国 全国藩政施設維持管理改善計画 および ヤクデルスル川下

流農業開発計画

3.1 ドミニカ共和国の概要

ドミニカ共和国は､カリブ海のイスバニヨウラ島の2/3を占め､ハイチと島を共有している｡首掛土

サントドミンゴ､国土面掛ま4 8,730km2,そのうち耕地は1 00万ha､永年作物45万ha,牧草地

2 0 9万ha､その他1 3 3万haである｡准故面積は2 2万5千haである.

1991年の人口は732万人､人口密度は1 50人/km2であった｡今後,年率2.8%の割合で増

加し, 2000年には862万人に達すると予想されている｡ 1970年､農村人口は60.3%であっ

たが､その後､都市への移動により､ 1990年には4 1.3%に減少した｡ 1 970年には経済活動人

口の45%が農業に従事していたが､ 1991年には35%に低下した｡ 1990年の失業率は18%と

高い｡平均寿命は67才､盈字牢は77%である｡

GDPは1960年から1980年まで平均8%の割合で成長したが､ 1980年から89年までは

2.4%とスローダウンした｡ 1989年のGDPの構成は､農業15%､工業26%､サービス業59

%である｡ 1980年代の成長率は､農業1.8 %､工業2.9 %､サービス業5.9%であった｡

1981年の-人当たりGDPはUS$1135であったが､ 1989年にはUS$790に低下し､

その後も低下を続けている｡

貿易収支は圧倒的な入超である｡ 1 992年の輸出額はUS$564百万､輸入額はUS$2 1 55百

万であった｡主な輸出産品は､鉄ニッケル､砂糖､金合金､コーヒー､ココアであり､輸入産品は,中間

材､資本材､消費材､燃料である｡貿易相手はアメリカの比重が圧倒的に大きい｡

主要農産物は､砂糖,米､コーヒー､ココア､煙草,キャッサバ等であるが､近年､砂糖の国際市況が

悪く､生産は減少しているQ食糧自給は達成されておらず､米,植物オイル､トウモロコシ､小麦等を輸

入している｡

3.2 農業開発の必要性

農業は､ GDPの15%を産出し､労力の35%を雇用し､輸出の40%を稼いでおり､ドミニカの経

済の中で最も重要なセクターの一つであるoドミニカ政府は､食料および輸出作物の生産を確保するため､
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農業セクター,特に､生産性の高い港故農業サブセクターの開発に重点を置いてきた｡そのため過去2 0

年間､農業部門に割り当てられた予算の半分は,藩政施設の建設に使われたo

しかしながら,政府の､多額の投資,普及活動､農業支援にも拘わらず､農業部門の成長は期待を下回

り､停滞気味であった｡その結果､未だに食種自給が達成されないばかりか.農家所得の拡大にも支障を

来たしている｡

ドミニカ政府は,港就農業停滞の原因を､藩政水の利用効率が非常に低いこと､荘漉施設の維持管理が

不適切であること､農民の維持管理への参加は殆どなかったこと等に帰している｡

政府は､今後,新規の港故開発を推進するとともに､上記の点について既設の港故地設の推持管理を改

善し､農業生産性の向上と生産の拡大を図る計画である｡

3.3 全国港概施設維持管理改善計画

ドミニカでは､ 2 00ha以上の濃故地区は､国営藩政地区である｡国営港故地区は全国で2 1 0地区

あり､絵潅洗面積は261,000ha､受益農家戸数は62,000戸である｡

ドミニカ政府は､新規の藩政開発とともに,より低コストで早期に効果が発現する､既設の藩政施設の

改善に重点を置いているo既設藩政施設は､雁持管理に基本助な問題があり,その蘇果,給合助藩政効率

が2 5%と低いと報告されている.これらの在社地区の水管理の改善､施設のリハビリ､維持管理のため

の農民組織の設立等により,藩政効率の改善､藩政面積の拡大､農業生産の増大が期待できる.

特に､現在､潅耽維持管理のための農民組織がなく､施設の維持管理が全部政府の手で行われているの

を､将来は､農民組級を育成し,順次,施設の維持管理を農民粗歳に移管する計画である｡農民が漫概施

設の維持管理に､直接参加することにより,より合理的な水管理と,稚持管理費用の農民負担が可能とな

る｡

ドミニカ政府は､以上のような狙いを持って､全国の藩政施設稚持管理改善計画についてのフィジビリ

ティ調査を実施する計画である.フィジビリティ調査のスコ-71は以下のとおりであるo (調査の仕様書

は巻末に添付した)

1)全国の既設国営潅故地区の施設の現状､維持管理の現況のインベントリー調査を実施し､データベ

ースを構築する｡

2)既設国営潅故地区の藩政､営農､経済､親戚上の問題点と腿書要因を検討する｡

3)導配水施設および圃場における水管理効率を向上させるための具体策を提案する｡

4)水管理効率改善に必要な施設のリハビリおよび改良工事について調査する｡
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5)既設国営港故地区に導入可能な作物について市場性を勘案し検討し､普及計画を作成するo

6)必要に応じ営農資金にたいする融資制度の検討を行う｡

7)農民による水管理組合設立の要件について検討を行うo

8)藩政施設維持管理改善計画の経済的フィジビl)ティの検討を行う｡

3.3 ヤクデルスル川下流開発計画

ドミニカ政府は,港洗および洪水調節を目的として､ヤクデルスル川下流の開発を図るため, 1 97 0

年代から予備的な調査を実施してきた｡

ヤクデルスル川は､中央山地のサンホアン州に源を発し､商流してハイチに近いバラホナにおいてカリ

ブ海に注ぐ河川である｡ヤクデルスル川の上菰には港放と発電を目的とするサバナイェグアダムが既に建

設されているoサバナイェグアダムは､ 4 1 6,72MCMの貯水量を持ち､計画藩政両帝37,7 12h

a,発電容量13,000kwの多目的ダムである｡ダム下流において12m3/s ecを分流し､アズ

ア州の藩政地区に供給している.

.河口近くにリンコン潮があり､ヤクデルスル川の洪水時には､洪水が涜入する｡リンコン湖から内陸に

向かって地溝帯が形成されており,地表は内陸に向かって傾斜しいる｡リンコン湖から3 0 km内陸には､

標高マイナス42メートルのエンリキロ湖があるoエンリキロ湖は塩湖である｡

T)ンコン湖とエン1)キロ湖の間の地溝帯は､ネイバ平原と呼ばれる.ネイバ平原は約27000h aの

面積を持っているが､一部砂糖のエステートに利用されている以外は未開発であるo ネイバ平原の開発は

潅放が前提となる｡場所によって､塩分土壌および凍土が分布しているので､全部が開発可能地ではない｡

過去の粛査によれば,藩政農業に適する1戯地は83()Oh a､ 2巌地は2800h aであるo

INDRHIは､ヤクデルスル川の流量を調節し,ネイバ平原で約60 00h aの藩政開発を行うため､

クイタコラサダム計画について､水文及び地質について予備調査を実施しているQ

しかしながら､ネイバ平原の潅叔計画は､ 1)ンコン湖の調整容量を増強し利用する案も有力であo しか

もこの案は､ヤクアルスル川下涜の整備計画とあいまって､約5 0 0 0 h aの農地の洪水被害軽減の効果

も見込める｡

従って､タイタコラサダム計画とリンコン湖詞番地計画の比較検討を中心とする,ヤクデルスル川下涜

開発のマスタープラン調査を先ず実施することが必要と考えられるoマスター7-ラン調査の内容は､技術

的経済的調査のみならず､環境に対する影響も考慮する必要があり､これらを総合的に判断し､最適なマ
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スタープランを策定するc

マスタープラン調査のスコープは,以下のとおりと考えられる｡なお､調査仕様書は巻末に添付した｡

1)ネイバ平原の荘枕開発可能地について､過去の土壌調査の結果をレビューし,必要に応じて追加調

査を実施し､開発可能地を概定する｡

2)開発可能地の農業開発計画を未定し､その水需要量を評価する｡

3)水文調査および水文解析を行い､利用可能な水資源量を評価し,ダムおよび調整池による調整を考

慮し､既設および新規の水需要との間で水収支シミュレーションを行い､それぞれの比較実の新規

農業開発親模を決定する｡

4)ダム､調老池,藩政排水施設の概略設計を行い､工事費を算定し､比較案ごとに便益を草走し,そ

れに基づいて,それぞれの比較実の経済効果を評価する｡

5)洪水量および洪水被害量の評価を行い､洪水軽減のための比較案を策定し,各案について工事費と

便益を算定し､それに基づき経済効果を評価する｡

6)ダム,調整池､潅耽排水施設､洪水軽減施設について､予備的環境評価を行う.

7)上記検討結果を絵合し､ヤクヂ)L,スル川下流開発のマスタープランを策定するc
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1.大谷俊人

調査団貞の略歴

1931年1月12日生

1954年3月

1955年11月-1964年5月

1964年6月 -1973年11月

1973年11月一現在

海外業務実溝

1971年-1973年

1974年-1975年

1976年

1976年-1979年

1979年⊥1980年

1981年-1983年

1983年-1984年

1984年

1985年-1986年

1988*-1989*

1991年-1992年

2.ルイス ロサド

1978年9月

1988年9月

1978年-1990年

1991年一現在

海外業務実演

1978年-1979年

1979年-1980年

1980年-1983年

1983年-1985年

1988*-1990*

1991年

東京大学農学部農業工学科卒業

愛知県勤務

農林省勤務

日本工営k k勤務

スリランカ国デワフワ地区圃場萎備

インドネシア国ワイジェバラ地区施工監理

韓国洛東江フィージビリティ調査

タイ国ピサノロック港耽計画設計

タンザニア国ローアモシ計画フィージビリティ調査

インドネシア国アッパージャテイルフール調査

ナイジェリア国ローアアナンプラ計画地工監理

ホンジュラス国チョルテカ計画フィージビリティ調査

フィリッピン国ポホール港放計画設計

バングラデシュ国モデル農村開発計画調査

スリランカ国ワラウエ農業開発計画フィージビリティ調査

1951年12月2日生

サントドミンゴ自治大学農学部卒業

テキサス工科大学修士課程修了

ドミニカ共和国水利庁勤務

日本工営k k勤務

ドミニカ国ナグア地区水管理調査

ドミニカ国アスア地区焼き畑対策農業開発計画調査

ドミニカ国ナグア地区港漉排水開発計画調査

ドミニカ国エオルポソ地区藩政開発計画調査

ドミニカ国アスア末端圃場水管理パイロット計画

バングラデシュ国モデル農村開発計画Ⅱ調査



ドミニカ及びボリビア国プロファイ調査日程

⊥________

移動(成田-ワシントン)

資料収集

移動(ワシントンーサントドミンゴ)

大便鋸及びJ ICA表敬､ INDRHI表敬

調査打ち合わせ及び移動

現地踏査

現地踏査

調査結果報告

資料収集

生旦旦_

平成5年

6月18日

6月19日

6月20日

6月21日

6月22日

6月23日

6月24日

6月25日

6月26日

6月27日

6月28日

6月29日

6月30日

7月1日

1.7月2日

7月3日

7月4日

7月5日

7月6日

7月7日

7月8日

7月9日

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

移動(サント ドミンゴー)

移動(-ラパス)

大使館及びJ I CA表敬

外務省､農牧省､企画省表敬

移動､

現地視察

現地視察

移動

調査結果報告

調査結果報告及び打ち合わせ

移動(ラパス-)

移動()

移動(一成田)
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JICA
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I
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JICAIs Expert
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PROJECT PROPOSAL

Ⅰ.叫ectTide:

II. 1.(にation:

Feasibility Study on Model Agrictllturaland RuralD亡Velopment

Project inthe Atiplano area･

Altiplano, h Pal, OrllrO aJld Potosi, Bolivia

III. Implementing Agency: Corporations for Development of La Paz･ On皿and Potosi

Departm ants

IV. Objectives:

The objec丘vesof the proposed study include:

1) To elaborate an optlmum Plan for improvlng the agricultural producdonand

living standards of peasants inthe Altiplano, to improve irrigation facilities, to assu托the

settlement of peasants, to assure self-food supply, to enhancepeasants'incomes･ to

increase the export earnlngS, tO Protect enVironmentand to promo(e women'

development ;

2) To prepare a listof potemialproJeCtS and actionsthat should be carried otltfor

attainingthe above objectives.

3) To select the most attractive projects for implementation as Pilot Projectin the

Altiplano area.

V. B ackground

1. The coun灯y

1.1 Territory

The total landarea of Bolivia is 1,098,581 Km2･ The country is divided in 9

departments named La Pal:, Cochabamba, Santa Cru2:, ChuqulSaCa, Tarija, Beni,

Pando, 0ruro, and Potosi. mere arethree regions Well differentiated by topographic and

climatic characteristics. These reglOnSare:



1) To the Westthere isthe Andean region that includes La Paz, Or町0, and Potosi

departments,witha totalarea of 246,254 Km2･ This region is characterized by its high

altitude, t710Stly between 3, 600and 4,∝氾m above sea level, and some higher peaks of

qp to 6,550 m･ There ate two parallel mountmirangesrunnlngalong in the reglOn･ in

betweenthe two mourltain raJlgeS isthe ama known asthe ''Altiplano'l (highplateau)･

The average temperature inthc reglOn Varies between 7and 1 1 degrt*s and,the average

annualminfall is inthe range between 300and 600mm･ Withinthe Andean reglOn is

Tidcaca lakethat has a totalsurface waterarea of 8, 868 Em2, shared by Bolivia 3,790

Km2 and Peru5,078 Km2.

2) In the center of the counけy am the Valley and I-Yungas-. region comprising a total

area of 168,320 Em2, which includes the departments of -habamba, ChuqulSaCa and

Tarija. nis region is characterized by irregular land topography;the maximum land

elevation is about 2,500m above sea level. The annualaverageminfal1 is inthe range of

380 to 7(氾mm,andthe temperature varies between 15and 18 degrees･

3) ne eastern region of the country includes Santa Cmz, Beni and Pando departments

and a totallandarea of 648,007 Km2･ This region is characterized by its low and nat

land, withelevatiorI Varying between 160 to 500m above sea level･ The annualminfal1 is

from 1,1(氾to 1,900 mm;the annualaverage temperature is 23 degrees･

1. 2 Naturalresources

Bolivia has abundant naturalresources such as mines (oil,naturalgas, zinc, tin,

gold and silver), and large land resources suitable for agriculture and livestock

products oLl.

1.3 Popula【ion

Bolivia.s population is 7.51 million in 1992. The annualpopulation growthrate

is 2.1 1 %. There is an unbalanced pattem inthe regionaldistributionof the population,

compared withthe availability of landand water resources. Abotlt 38 % of the nation

population is living inthe Altiplano region, but this region is very poor in landand water



resources. onthe other hand,there is low population densi【yinthose regions where the

land and water resources Suitable for ftxxl productionare abt)ndant are abundant･

1.4 Economy

The Bolivian economy substaintally depends onthe agricultural sector;this

sector account for 16.6 % of the GDP; whilethe manufactunng sectw accounts for 16･5

% of the GDP. Inthe period from 1985 to 1991 the agriculturalsector accounted for

19.9 % of the totalcoun吋s e甲Ort earnlngS. Inthe past few years,the growthrate of

the agriculturalsector was reladvely low compared withthe growthof other sector･

Whilethe average growthrate of the coun吋s GDP forthe period from 1985-1991 was

of 3･2 %,the agriculttlre Sector grew Only at ar) average rate of l･9 % forthe same

period. Agriculttm also provides J'ob for 43 % of the iabor forces. About 58 % of urban

working population is engaged in very small own economic businesses (such as kiosks)･

Bolivia presents a high1evel of poverty. According to sttldy made by UN in

1976, 70% of population were considered living at poverty level including 35 %that

were in condition of extreme poverty. The poverty level is higher in theruralareas

compared to urban areas. The Altiplano isthe
region of higherpoverty index (Source:

Mimistry of Planning, 1992)

1.5 Agriculture and Livest∝k hoduction

Agriculture isthe mainstay of Bolivian economy. It contributes (o 16.6 % of the

gross domestic product. The varieties of climatic condition existing in the coun叩make

possible to cultivate many crops adapted to different climates. Only 3 % of the country

land area is being dedicated to agricul(urn) production; 51 % of the cot)zltry territory is

covered by forest, and about 30 % is covered by savanna type vegetation･

Eventhoughthe Bolivian agriculture hasthe larger share in the nation GDP,the

government dedicates a low percentage of the anrlual nationalbudget for supportlng the

development of the agricultural sector. A large percentage of the investment madeinthe

past for development of the agncultural sector came from International assistance

PrOgramS･



The presetlt levels of agricultural pr∝1uctivity are low･ ¶le main constraint for

yield increase is that most land area is under rain-fed condition･, Only 9 % of the

cultivated landarea is under imgation condidon. Other important constraints for

agricultural productionare: luck of sufficient infrastructures･, deficient st]pportlng

services such as research, extension, credit, marketing;the potentialofthe land and

water resources has not been assessed yet for most of the country･

2. Tbe Feasibility Study

2. 1 Study Area

The Altiplano is economically and socially one of the most depressed reglOnin

Bolivia. The region has low potentialtTor development of large scale agricultural

production. A large percentage of the land is not suitable fわragriculturalprducdon.

The rainfall is very scarce, only about 400mm per year; and because of the highaldtude

(about 4,OW m above sea level)the area presents severe climadc condition.

There is a large perceTltage Ofthe Bolivian population liying iJlthe Al【iplaJ)O and

depending upon a reduced land aDea Suitable for producdon. Most of the famers of the

region OWn Very Small agnculturalarea; 1essthan o.5 ha per families. The agricultural

production is mostly for self-consumptlOn. The economic production is based on the

livest∝k, mairlly breeding of Alpaca ar)d Llama.

The agricultural actlVlty inthe Altiplano托glOn is decreasing; in 1950there was

all agricultural landarea of 363,00 ha compared to 239,(X氾ha inthe year1989. The

possible causes of abandomingthe agriculturalactivity include:the climatic problems

such as unreliable rainfall,losses of the production because血)st; decrease ir)soil ferdlity;

luck of supportlZ)g Services; luck of appropnate technology for prevailing condition inthe

reglOn･

Tbe nationalauthorities, including Planming ministry, Agriculture mini引ry and,

the l∝alauthorities of La Paち0ruro and Potosi departments, have declamd a higher

pnorlty tO improve the agriculturalproduction and living condidons of the Altiplano

peasants･ nle Proposed Studyaims to help the authorities inthe achievement of their

objectiveof improvlng PrOductionand better-off the living condition of the Altiplano

families.



2.2 Scope of.血eFeasibility Study

Tbe proposed feasibility study should be carried out in two stages:

StageI:

1) Collection of available data related to agriculture / livestock producdonand socio-

eCOnOmy･

2) Conducting field survey for assessment of land and water resources as well as living

condition (ifinhabitants.

3) Idemify potential agricultural development projectsand select model development

PrOJeCtS･

Stage Ⅱwi11 consistincanying outthe feasibility study for one selected projects･

Technology transfer will be an important component inall three stages of

the study and prqect implementa丘on.

2.3 Terms of Reference

2.3.1 Stagel

l) ‾Collecdon andanalysis of previous studiesand data on:

- Meteorology and by血ology

- Geology and ground water

- Soiland land classification

一 打esent land use

- Agriculturalproduction

- Livest∝k pr∝1uction

- Post haNeStlng

- Agro-industry

- Marketing

- Agro-economy

- Existlng lmgadon in丘･astructures



_ Road in丘astructure

- Agriculturalsupportlng Services

- Environmentalproblems

- Women in development

2) Conducting field suⅣey on:

_ Soil

_ Poten丘al1and use

_ Present land use

- Water resources

I Agro-economy

_ Environmentalissue

- Socio-economy arLd women in deve王opment

3)Analysis of gathered data and information, elaboration of basic concepts
fわr

agricultural development･ Preparation of the master plan;and preparation of list of

Projects ･

During the Stage IIthe feasibility of some attracdve model development prqects

will be studyand, recommendation for implementation of feasible prqects･

3. Study Schedule

The tentative schedule for completion of the Snldy is 20 months, of which 8 monthswill be

for field studyand 12 months of home work.

4. Reports to be Prepared

The following rePOr(S Shall be prepared in the course of the project implementatior), within

the perid specified below:

(1) tnception Report: at commencement of the Phase I of the Project.This report shall

describe the work flow and methodology forthe implementation of the study.



(2) Progress Report: at the end of Phase I field work･ This report shallinclude the

acかities carried out during field work,the data and infomation collected･ results and finding of

SⅥrVey･

(3) Interim Report: atthe end of Phase I home work･

(4) DraftFinalReport: not latterthaJl 10 monthsfromthe commencement of the Phase I

of the hject. It shall contentthe finalresult of the study･

(5) FinalReport: not latter than 12 months &om commencement･

Responsibihty of the Govemment of Bolivia

T71e Government of Bolivia shall, at its owJl expense, Provide the S【udy Teanlwi由the

following, if necessary, 1n C00Peradon with other agencies concemed･･

1) available data and information related tothe Study.

2) counterpar(personnel

3) suitable office spacewithnecessary equipmentinh Paz･

4) credemials or identification cards tothe members of the Study Team･

The Government of Bolivia shall make necessary arrangements withother agencies

concerned, at its own expense, to provide the Study Teamwiththe followlng･ if necessary:

1) to permitthe member of the Study Team to enter, 1eaveand sojotm in Bolivia for the

duration of their assignment therein.

2) to exemptthe member of the Study Team from income tax and charges of any kind

imposed on/or in connection withany emolument oral1owance paid to the member of the Study

Team fcqtheir services in connectionwiththe implementadon of the Study.

3) to exempt the member of the Study Team from taxes, duties, fees, and other charges of

eqtllPment, machinery and other materials to be brought into Bolivia for condt)ct of the Study･

4) to provide necessary facilities to the member of the Study Teanfor remittaJICe aS Well as

utilization of the funds intrduced into Bolivia from Japan in connecdon withthe implementation of

the Sttldy.



5) to secure permission for envy into private properdes or res出cted areas for coJlduct of the

Study.

6) to secureperrnission to takeall data and documents (includingphotographs) related tothe

Study ot)I of Bolivia to JapaJl bythe Study Team.

7) (o provide medicalservices as needed and its expenses will be chargeable against the

member of the Study Team.



Applicant:

ProjectTitle:

Economic Sector:

ProjectType:

Responsible Agency:

Implememting Agency:

ProjectProposal

ne Govemment of the DominicanRepublic･

Feasibili_ty Study on q/M Improvement of Existing
･
bigation

Systems･

AgriculturalSector･

_Assessment of current situation of structuralfuncdon,

operation & maintenance of existing皿gadon systems

- proposeand implement necessary measures for

impmvement of structural function, operationand

maintenance of eKisdng lmgadon systems･

Nationalhstitute of Hydraulic Resources (ⅠNDRH)

NationalInstitute of Hydraulic Resources (ⅠNDRq

I. Project Description

I. 1Background

(I) Current Situation of the Sector

Agriculturalis one of the most important sectorforthe DomimicaLl eCOnOmy･ In recent

yearsthe growthofthe agriculturalsector has been stagnated･ In 1970the agriculturalsector

accounted for about 23percent of national GDP, however,the share of agricultural sector inthe

GDP decreased to 19･5 percent in 1980,and continued decrea岳1ng uP tO about 15 percent of the

GDP. Currently itaccounts for 16.1 percent of the coun吋s GDP, approximately 30 percent of

the nationalemployment,and about 40 percent of totalexports. eam1ngS･

(2) Problem to be Solved in the S∝tor

The DominicaJl gOVernmentgives
high prionty tothe agriculturalsector, specially for

development of irrigattd agricultural sub-sector to supportthe production of staple food and

agncultural produces for export･ In spite Ofthe efforts made bythe nationalgovernment in

supportlng the agricultural sector,the growth rate of this sector is low･ Eventhoughlarge

amounts of money were spent for development of imigated agriculture,the expected results have

not been achieved yet. The water use efficiency lS Very low. The operationand maintenance of

lmgation iJlfねstrucfure are not adequate. There is almost negligible pamcIPadot1 0f faL7nerS itl

the operation and maintenance of their respective lrngadon systems･ The crop Intensity Of

imgated land is lowand, as a result, agricultural produc丘vity is low･ Because of the low



productⅣ1ty Ofthe agriculturalsector, the c()untry has to exper)dannual1y large amounts of

money for importlng demanded agricultural food produces･ Those imported agricultural

produces could otherwise be produced irLthe counuy･

(3) Nccessity ar[d lmporlance oflmprovement h地e Sector which Jeads暮o the

formulation of the Project.

During the last two decadesthe coun吋s authorities have glVen SPeCial attention in

developing the infrastructure of irrigated agriculturalsub-sector･ Out of the aJlnualbudgets

allocated durirlgthe last (we叩(20) years for (he agrictJltural sector, approximately a half was

spent for building infrastructure for the imgation sub･sector･ This fact confTlrmS the pnonty

given tothe irrigation sub-sector in the Dominican Republic･ However,the presen( prductivity

level of the imgated agnculturalsub-sector is well below from its potentials. To increase

agricultural productivity,there is a need for improvement of structuralfuncdon, operadon aLld

maintenance of existing lrngadonand dminage systems･

(4) Relatiotl between the Sector and the Project

The completion of the proposed study will idemify constraintsand limitations for an

efficient use of existing皿gation infrastructure, water and land zesources. Meastues for solving

these constraints and limitadons will be proposed in pnonty order. Significant increase in

agricultural productivityand production are expected to be achieved after the implementation of

measures f♭r solving consmints idemified by the proposed study.

(5) Reason why Japan-s Grant Aid is requested for this Project

JapaJl has been providing Technicalassistance, Grant Aid, and I.oans forthe irrigation

sub-sector of DominicanRepublic for a long time. Inthe coun叩there is a highappreciationfor

Japanese assistanceand Japanese approach for solving problems related to irrigated agriculture.

2. Objectives and Outline of the Project

(1) Objectivesofthe Project

(i) Short term objectives:
･ To assessthe presen( conditiorI Of exisdng lrngation schemes.

- To identify constraints and limitationsfor efficient use of irrigation schemes,

water and land l℃SOurCeS.

- To propose appropnate measures fわr solving main constraintsand limitations for

efficient use of irrigation schemes.

1 To create an updated data base of existing izrigationand drainage schemes.



(ii) Mediumand Long･term objectives

- To providethe dataand means required for improvingthe plannlngand decision

makiL)g pI∝eSS for OperadoJl & MmitenaJICe (0&M) of e又isdng irrigadonand

drainage schemes.

･ To improve structuralfuncdon (rehabnitate)existing irrigation schemes･

- To improve O&M of existlng lmgadon aLld dminage schemes･

- To incT,ease Productivity of irrigated farmlng･

- To increase coun吋s
food self-sufficiency and availability of agncultural

pr∝luces fわrexport ･

- To increase farmers income.

(iii) Describe the relations between the Project and the Objectives,and how the

Projectwi]1 contrit)ute to the accomp]ishment of the Objectives

The implementation of the proposed Projectaims to solvethe main constmints

thatare limiting an efficient and intensive use of irrigation schemes, waterand land resources･

Agricultural productivity aJld production, country's self-sufficiency and famerls incomewill be

better10ff withthe improvement of irngation efficiency and a more intensive use of irrigated

land.

(2) OutlineoftheProject

The proposed projectshould be carried out in two (2)phases as follows:

(i) Phase I Assessment of existing irrigation schemes

An inventory survey will be carry out for those existing lmgation and drainage schemes

that CO皿PrlSe a刀area greater thaL) 200 ha, to assess their cu汀ent COnditioJl, ideJltify problems

and constraints related to operation and maintenance. Inthe country there a托abot)I 210

irrigadon schemes subject to be surveyed bythe proposed study. Those irrigadon schemes

compnse a totalarea of about 261
,00

haand approximate number of 62,(X氾irrigators.

Tbe national master plan for improvemerlt Of Operation & Maintenance of existing

irrigation schemes will be formulated followingthe completion of the inventory survey.

(ii) Pbase II. Implementation or Recommended Measures

Some pnonty lmgation schemes will be selected as pilot project for implementlng the

recommended measures for improvement of structuralfuncdon,their operation & maintenance.



(3) LocationoftheStudyArea

T71e Studywill be caz7ied ou- iL”1】exisuL)g lmgation schemes compnsIJlg mOrethan 200

ha. For irrigation purposethe coun町is divided into ten (10) irrigadon dis由ctsand twenty-two

(22) irrigation zones. There am 425 irrigation schemes, out of which 210 schemes comprise

areas of morethan 2(X) ha.

(4) Requlrement and Cost estimate for the implementatior) of proposed Project

The requirements for the completion of Phase l and II of the Project includethe

followlng Items:

(i) about 60 man-month of internationalconsulting services

(ii) three (3) vehicles

(i止)three (3)microcomputer units and three (3)printer units

(iv) three (3)photocopy machines

3 Benefit, Effect and Publicity of the Projec(

(1) Population thatwill benefTIt directly from the Project

Approximately 62,000 water users will receive the direct benefit withthe prqect

implem entad on.

(2) Area thatwilL benertt from the project

The project Will benefit an irrigated agncultural1and area of approximately 261
,(X氾ha･

(3) Economic and Social Effects of the Project

(i) Current situa(ion

- Insufficient availability of economic resources for O&M of existlng lrngation schemes

- Lack of farmers'partlCIPation in O&M activities

- Quick deterioration of exisdng irrigation schemes

- Lack of adeqt)ate plan for improving O&M of exisdng皿gation schemes

- Low water use efficiency (25 %)

- Low land use intensity in irrigatedareas (106 %)

(ij) Expected eEfTectof the Project

- Effective plaJlnlng Of O&M inal1 existing lrngation schemes



- Acdve partlCIPation of water tlSerS inthe O&M acdvides

-lmprovement of water use efficiency fTrom present level of 25 % to a futtm level of 45 %･

- Inc陀aSe Of irrigatedarea as result of water saving measures

- IncTeaSe in land use intensity from present level of l【泊% to future level of at least 200%

- Increase in nadon's agriculturalproduction

- Increase of famersincome

(4) Put)[jcity

A large percentage of the cot)nby pOPulationwill know aboutthe bene丘ts of the proJeCt,

either bythe direct activitiesof the projectand/or bythe nadonalmedia.
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